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研究の目的 

指導上の課題 

各学校の実情，児童の実態等に合わせた活用が

求められています。 

「『英語ノート』指導資料」の授業案はすべて

ＡＬＴとのティーム・ティーチングです。 

本県の実態に合わせ，学級担任単独による授業

を中心とした授業案例を作成します。 

しかし 

そこで 

授業案例の作成 
授業案例作成に当たっては，「指導資料」を基に，以下に示す三つ

の観点から工夫を加え，授業案例を作成します。 

「
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【観点①】 

活動のねらいの

明確化 

【観点③】指導者の実態に応じた英語運用 

【観点②】 

児童理解に基づ

く工夫・改善 
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を
中
心
と
し
た
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業
案
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「英語ノート」は 

 「指導資料」からは，活動の

進め方の把握はできますが，

なぜこの活動をするのかを読

み取ることが困難です。 

 このため，「英語ノート」の活

動を次々とこなす，単にＣＤを

聞かせ答えさせる，といった活

動のねらいが明確でない指導

に陥りがちです。 

活動のねらいが明確で

ない指導 

 最低限の音声や表現を身に

付けなければ，その後のコミュ

ニケーション活動を楽しむこと

ができないという考えから，ス

キル習得のためにＣＤ音声を

反復し唱える活動に多くの時

間を費やし，コミュニケーション

活動の時間が不足する指導に

なりがちです。 

スキルを習得すること

に偏重した指導 

 「指導資料」には，指導者の

用いる英語表現として多くの英

語表現が示されています。 

 学級担任は英語を話すこと

に気を取られ，教材研究や準

備，活動時における児童の見

とり等が不十分な指導になり

がちです。 

学級担任が英語運用に

不安を抱えた指導 

「英語ノート」を活用した外国語活動の指導には多くの課題があ

りますが，よく聞かれる課題は次のものです。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外国語活動 

「自己評価表」 

◆授業日：平成 21年７月 17日（金） 

◆指導単元：英語ノート・２ Lesson４の四時間目 

◆今回の計画 

使おうとする英語表現 使 用 場 面 

That's good! 

それでいいよ。 
児童ががんばって言葉を発したとき 

Keep it up! 

その調子！ 

You can do it! 

君ならできるよ。 
児童の不安を感じ取ったとき 

It's OK to make mistakes. 

間違えても大丈夫ですよ 

Good job! 

よくできました。 
児童をほめるとき 

◆授業を振り返って（次回への抱負） 

児童のスピーチに対して，もっと誉める表現を使いたかった。 

全員がスピーチする時間の割に，用意したクラスルーム・イング 

リッシュのバリエーションが乏しすぎた。 

 

観点① 活動のねらいの明確化 

目標の柱に沿った三つのねらい（「言語や文化に対する体験的理解」「積

極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」「外国語の音声や基本

的な表現への慣れ親しみ」）を示しました。（「外国語の音声や基本的な

表現への慣れ親しみ」については「単元計画」に「活動の種類」を示し

ています。） 
観点③ 

実態に応じた英語

運用 

学級担任に必ず英語の

使用を求めている表現

（＝各単元の学習内容

として設定された表

現・語彙） 

「授業の進め方」の欄

に英文にて表記をしま

した。 

授業案例の実際 

学級担任個々の英語運

用能力に応じて使用を

求めている表現（クラ

スルーム・イングリッ

シュ） 

英語運用能力を少しず

つ高めていくために，

ポートフォリオを活用

しました。 

英語ノート・２ Ｌｅｓｓｏｎ６ 第３時 
目標／行きたい国を尋ねたり，尋ねられて答え

たりする。 

学級担任の活動 活動のねらい 

あいさつ，本時の確認など（３） 積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の育成 

言語や文化について体験的に理

解を深める 

Ｌｅｔ’ｓ Ｃｈａｎｔ（５） 

 1. 今日は先生の行きたい国とその理由でチャ

ンツをしましょう。先生はイタリアに行って

スパゲティを食べて，ナポリの夜景を見たい

です。 

 2. Let's Chant.． 

 

Ｌｅｔ’ｓ Ｌｉｓｔｅｎ（１０） 

 3. Open your textbook to page 40. 

 4. ３人のスピーチを聞いてわかったことをふ

き出しに書きましょう。 

 5. 「相手の話は黙って聞く」という聞き方は，

国によっては「失礼」と思われることもあり

ます。ではどのような聞き方が良いか先生が

やってみます。 

（ＣＤの音声に対しコメントや質問を述べる。) 

 6. 相手の話に対するコメントや質問は，あな

たの話をちゃんと聞いていますということ

を伝える働きがあります。 

 7. それでは，先生のスピーチにコメントや質

問をしてみましょう。 

Hello. I want to go to (Egypt). 

I want to (see) (camels). Thank you. 

 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ１ 準備（２５） 

 8. Open your textbook to page 41. 

 9. 次の時間は，みんなの行きたい国とその理

由を発表しますから，これからその準備をし

ましょう。 

10. 準備ができた人から，先生に行きたい国と

その理由を聞かせに来てください。 

11. 先生へ話し終えたみなさんは，友だちの行

きたい国と理由を聞いてコメントや質問を

するのに挑戦してみましょう。 

 

ふりかえり，あいさつ（７） 

12. （本時の活動について，児童が気付いた言葉や

文化に関すること，望ましいコミュニケーション

を図ろうとする態度を具体的に評価する。） 

13. ふり返りカードに今日の感想を書いてくださ

い。 

 

外
国
語
の
音
声
や
基
本
的
な
表
現
へ
の
慣
れ
親
し
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「よい聞き方」が，

文化により異なる

こ と に 気 付 か せ

る。 

日本語とのリズム

の違いに気付かせ

る。 

目的（他者の行き

たい国とその理由

を聞く）をもち聞

く態度を育てる。 

話をしっかり聞き

的確なコメントを

返してみようとす

る態度を育てる。 

相手の話にコメン

トしようとする態

度を育てる。 

自分の話にコメン

トが得られる喜び

に気付かせる。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[本研究における学級担任の児童理

解に基づく活動の工夫・改善] 

 

 

 

視 

点 

目
的 

内容 

「
他
教
科
等
と
の
関
連
」 

活
動
へ
の
積
極
性
を
高
め
る
。 

児童の得ている知識

や技能，経験と学習

内容等との関連を図

る。 

「
題
材
・
素
材
」 

児童の興味・関心を

高める題材等を取り

入れる。 

「
表
現
・
語
彙
の
調
整
」 

無
理
や
負
荷
な
く
外
国
語
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
。 

使用語彙や表現内容

の調整を図る。 

「
活
動
の
見
通
し
」 

あせらずじっくり外

国語に慣れ親しませ

る環境を整える。 

「
関
わ
り
の
場
」 

関
わ
り
合
い
な
が
ら
慣
れ
親
し
ま
せ
る
。 

関わり合うことを楽

しいと感じるような

児童同士，あるいは

児童と学級担任との

関わりの場を設け

る。 

 

観点② 児童理解に基づく工夫・改善 

本研究において，工夫・改善の視点，目的，内容を右表のように整

理しました。授業案例には，活動への工夫・改善の図り方を例とし

て示しました。 

活動への工夫・改善の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌｅｔ’ｓ Ｃｈａｎｔ． 
（例）チャンツの素材を変えながら，楽しく行えるように工夫しました。 

Ｌｅｔ’ｓ Ｌｉｓｔｅｎ 
（例）難度が高い活動ですが，児童の意欲を損なわないように，導入に工夫をしました。 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ 準備 
（例）より多くの友だちと伝え合うことができるような工夫をしました。 

※エコーイング

で聞き取り支援 

先生の行きたい国とその

理由でチャンツしましょう。

先生はイタリアに行ってス

パゲティを食べて，ナポリ

の夜景を見たいんだ。 

Korea! 

日本のように「相手の話

は黙って聞く」という聞き

方は，国によっては「失

礼」と思われることもあり

ます。 

はーい。 

夜景ってど

う言うの？ 

♪Chant 

  I want to eat  

  spaghetti! 

♪I want to eat  

  spaghetti! 

♪ 

ヤケイガ ミタイ デス！ 

リズムに合わ

ないね～ 

理由は日本語

でもいいのね 

I want to go to Korea. 

I want to eat kimuchi. 

Kimuchi! 

へぇ～そうなんだ 

I want to eat  

kimuchi. 

ゆみさんは辛い食べ物が

好きなんですね！（コメン

トの実演） 

まずは挑戦して，どれくらい難

しいかを体験してみようよ。 

それなら     できそう！ 

準備ができた人から，先生

に行きたい国とその理由を

聞かせに来てください。 
行きたい国と理由を聞

かせて！ 

はーい。 

ではあなたも友だちの行き

たい国と理由を聞いてコメ

ントを出すのに挑戦してみ

ましょう。 
I want to go to 

China. 

あ，私と同じだね！ 
万里の長城！先生も一度

行ってみたいな！ 

I want to go to China. 

I want to see 万里の長城. 



 

 

 

 

作成した授業案例を使用した授業実践から 

活動のねらい

が明確になり 

多くの気付きや学びのあ

る活動の展開ができまし

た。 

児童理解に基

づく工夫・改善

ができ 

子どもたちの活動への取

り組み方に変容が見られ

ました。 

実態に応じた

英語を運用し

ながら授業が

でき 

児童を見とりながら，自

分に合った英語を無理な

い範囲で使用しながら授

業を行うことができま

した。 

〈参観した所属校教師の声〉 

◆どこの国に行きたいかを話したら「私も行きたい！」などと言ってくれたのでうれしかった

です。 

◆いろいろな人と話ができたので良かったです。 

◆コメントしたら友だちが喜んでくれたことがうれしかったです。 

◆私と同じオーストラリアに行きたい人が四人もいて，しかも見たいところが同じ人もいて，

びっくりしました。 

◆みんなの行きたい国を聞いて，そう言われてみれば僕も行ってみたいなと思う国がたくさん

ありました。 

 上に示したものは，実践に使用した「ふり返りカード」への児童の記述です。「～

が言えるようになった」「～を覚えた」等，英語のスキルに関する記述ではなく，

言語や文化，積極的なコミュニケーションに関する記述が多く見られました。 

児
童
の
感
想 

 研究内容の詳細については，当センターＷｅ

ｂページに資料を掲載しておりますのでご覧く

ださい。 
 

 本研究において作成した授業案例も，同じく

当センターＷｅｂページからダウンロードでき

ますので，ご活用ください。 
 

（岩手県立総合教育センターWebページ 

 http://www1.iwate-ed.jp/) 

おわりに 

◆単元全体を見通す必要がある

ことをわかりました。 

◆工夫・改善を図る必要性に納

得ができました。 

◆児童がいつもより積極的に話

そうとしていました。 

◆子どもたちの安心感がうかが

えました。 

◆指導者はとにかく英語を話さ

なければならないと思ってい

たので，気持ちが楽になりま

した。 

観
点
① 

観
点
② 

観
点
③ 


